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に
よ
り
、
有
効
な
取
組
み
を
迅
速

に
行
う
こ
と
が
大
切
」と
説
明
し

ま
し
た
。

　

自
由
討
議
で
は「
豊
岡
の
暮
ら

し
や
す
さ
、
暮
ら
し
に
く
さ
に
つ

い
て
、
移
住
者
か
ら
意
見
を
聞
い

て
は
ど
う
か
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
子
育
て
に

良
い
」「
小
中
学
生
に
対
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
が
大
切
」「
豊
岡
の
産
業
と
雇
用

と
を
結
び
つ
け
る
経
済
分
析
が
必

要
」な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
10
月
を
め
ど
に
、
2　　
0

　
6　
0
年
に
向
け
た
市
の
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
と
、
当
面
す
る
5
カ
年
の
地

方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

善
点
等
を
調
査
し
、
無
農
薬
農
法

の
拡
大
に
向
け
た
技
術
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

　

5
月
15
日
、
第
1
回
豊
岡
市
地

方
創
生
戦
略
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
本
市
の
人
口

減
少
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
人

口
年
齢
構
成
を
改
善
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
産
業
、
観
光
、
農
業
、

子
育
て
、
教
育
、
地
域
、
学
識
経

験
者
な
ど
の
委
員
17
人
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

　

座
長
の
中
貝
市
長
は「
豊
岡
で

暮
ら
す
価
値
や
魅
力
が
何
か
を
議

論
し
な
が
ら
戦
略
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

人
口
問
題
の
専
門
家
で
神
戸
市

外
国
語
大
学
准
教
授
の
中
嶋
圭
介

さ
ん
は「
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回

さ
な
い
た
め
に
も
、
選
択
と
集
中

▲無農薬栽培にチャレンジする農家

▲豊岡市地方創生戦略会議

▲神戸市外国語大学准教授
　中嶋圭介さん

〜
豊
岡
市
の
人
口
減
少
を
緩
和
す
る
た
め
に
〜

豊
岡
市
地
方
創
生
戦
略
会
議
開
催

〜
無
農
薬
栽
培
の
技
術
確
立
へ
〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
に
市
内
16
農
家
参
加

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
推
進
事
業
〜

平
田
オ
リ
ザ
小
･
中
学
校
演
劇
授
業
実
施

【
5
月
】

11
日
・
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」

（
〜
13
日
、
18
〜
20
日
、

6
月
8
〜
10
日
）

12
日
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
推
進
事
業（
20
・
26
・

29
日
・
6
月
1
日
）

13
日
・
豊
岡
稽
古
堂
塾
第
2
期
開

　
　
　

講
式

15
日
・
市
芸
術
文
化
参
与
平
田
オ

リ
ザ
さ
ん
に
委
嘱
状
交
付

　
　

・
市
地
方
創
生
戦
略
会
議

18
日
・
市
歴
史
的
建
築
物
保
存
活

用
検
討
委
員
会

　
　

・
市
公
営
企
業
審
議
会

19
日
・
竹
貫
地
場
ソ
ー
ラ
ー
発
電

　
　
　

安
全
祈
願
祭

21
日
・「
国
連
生
物
多
様
性
の
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」市
長
講

演（
韓
国
昌チ

ャ
ン

原ウ
ォ
ン

市
）

23
日
・
北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ

　
　
　

ア
ル
事
業

27
日
・「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2　　
0

　
1　
5
」参
加

28
日
・
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
方
針
策
定

29
日
・
議
会
開
会（
〜
6
月
30
日
）

30
日
・
大
雨
・
洪
水
防
災
訓
練

【
6
月
】

1
日
・
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

（
〜
6
月
）

4
日
・
市
都
市
計
画
審
議
会

9
日
・
第
11
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト　

（
東
京
都
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

本
市
が
、
み
の
る
産
業
㈱（
本

社
・
岡
山
県
赤あ

か

磐い
わ

市
）に
、
委
託

し
推
進
し
て
い
る
ポ
ッ
ト
成
苗
の

無
農
薬
栽
培
に
、
市
内
の
16
農
家

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

農
家
は
、
専
用
の
田
植
機
を
使

用
し
、
田
植
え
と
同
時
に
米
ぬ
か

散
布
を
行
い
、
ま
た
乗
用
型
水
田

除
草
機
を
使
用
し
た
少
労
力
･
高

効
率
な
無
農
薬
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
3
年
間
、
収
穫
量
、
食
味

等
の
分
析
と
併
せ
、
実
作
業
の
改

　

5
月
12
日
か
ら
、
モ
デ
ル
校

の
5
校（
豊
岡
･
弘
道
･
城
崎
･

三
方
小
学
校
、
城
崎
中
学
校
）で
、▲豊岡小学校の授業風景

市
の
芸
術
文
化
参
与
の
平
田
オ
リ

ザ
さ
ん
に
よ
る
演
劇
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
対
等
な
関
係
の

中
で
、
自
分
を
主
張
し
他
人
を
理

解
で
き
る
、
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
ら
は
、
複
数
の
班
に
分
か

れ
、
与
え
ら
れ
た
脚
本
に
、
自
由

な
発
想
で
せ
り
ふ
を
加
え
、
最
後

に
演
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
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公
立
豊
岡
病
院
で
は
、
中
学
生

が「
ト
ラ
イ
や
る
議
員
」に
な
り
、

若
手
職
員
が
答
弁
す
る
模
擬
臨
時

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学

生
は「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
乗
る
看

護
師
に
は
ど
う
し
た
ら
な
れ
る

か
」「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
救
急
車
の

違
い
」「
医
師
不
足
の
実
態
に
つ
い

て
」な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

5
月
下
旬
、
韓
国
の
慶け

い

尚し
ょ
う

南な
ん

道ど
う

ラ
ム
サ
ー
ル
財
団
の
お
招
き
で

「
国
際
生
物
多
様
性
の
日
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」に
出
席
し
、
豊
岡
の
取

組
み
を
話
し
て
き
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
す
。

　

出
石
の
巣
塔
か
ら
巣
立
っ
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
、
昨
年
3
月
、
慶
尚

南
道
金キ

海メ

市
内
の
フ
ァ
ポ
チ
ョ
ン

湿
地
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
現
地

で
ポ
ン
ス
ニ
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
鳥
は
、
そ
の
湿
地
と
市
内
ポ
ン

フ
ァ
村
の
有
機
農
業
の
水
田
に
長

く
滞
在
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
人
々
は
喜
び
、
人
工
巣

塔
が
建
て
ら
れ
、
湿
地
内
の
散
策

路
は「
ポ
ン
ス
ニ
の
道
」と
名
付
け

ら
れ
、
日
韓
を
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
つ

な
ぐ
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
作
ら

れ
、
豊
岡
へ
の
関
心
と
共
感
が
一

気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

実
は
、ポ
ン
フ
ァ
村
は
、故
ノ
・

ム
ヒ
ョ
ン
元
大
統
領
の
故
郷
で
す
。

彼
は
大
統
領
を
辞
め
た
後
、
故
郷

に
帰
り
、
ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
っ
た
湿

地
の
再
生
活
動
と
有
機
農
業
の
先

頭
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
湿
地
と

水
田
が
、
ポ
ン
ス
ニ
を
惹
き
つ
け
、

支
え
た
の
で
す
。

　

2
0
0
8
年
夏
、
ノ
・
ム
ヒ
ョ

ン
さ
ん
の
意
向
が
ぼ
く
た
ち
に

内
々
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
豊
岡

に
行
き
た
い
」。

　

残
念
な
が
ら
、
彼
の
死
に
よ
っ

て
実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
当
時
の
秘
書
官
2
人
に

会
い
ま
し
た
。「
環
境
に
優
し
い
農

業
を
や
り
な
が
ら
農
家
が
う
る
お

い
、
村
が
活
性
化
し
て
い
る
お
手

本
を
探
せ
と
大
統
領
に
言
わ
れ
、

見
つ
け
た
の
が
豊
岡
で
し
た
。
お

前
た
ち
が
先
遣
隊
と
し
て
行
け
、

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
」「
ポ
ン
ス
ニ

は
、
大
統
領
が
呼
び
寄
せ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」

　

今
で
も
年
間
80
万
人
以
上
が
訪

れ
る
と
い
う
元
大
統
領
の
お
墓
に
、

敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

献
花
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
慶
尚
南
道
の
子
ど
も

た
ち
が
豊
岡
を
訪
問
す
る
予
定
で

す
。
韓
国
の
民
放
Ｍ
Ｂ
Ｃ
は
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
番
組
を
制
作
中
で
す
。

　

日
韓
で
、
新
た
な
交
流
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

た
っ
た
1
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

も
た
ら
し
た
も
の
。
そ
の
大
き
さ

を
実
感
し
な
が
ら
帰
国
の
途
に
つ

き
ま
し
た
。

　
　
ポ
ン
ス
ニ
の
旅

92

　

中
学
2
年
生
が
、
学
校
を
離
れ

て
、
地
域
で
活
動
す
る
体
験
学
習

「
ト
ラ
イ
や
る
･
ウ
ィ
ー
ク
」が
、

6
月
1
日
か
ら
6
日
ま
で
、
市
内

全
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
内
の
7
7
0
人
の

中
学
生
が
、
興
味
や
関
心
を
持
っ

た
2
7
2
の
事
業
所
で
活
動
し
ま

し
た
。

　

5
月
23
日
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
大
正
14
年
5
月
の
北
但

大
震
災
か
ら
90
年
を
迎
え
、
災
害

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
ま
た
過
去
の
災
害
経

験
を
防
災
、
減
災
対
策
に
生
か

〜
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
〜

北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
後
世
に
伝
え
る
こ
と
」実
施

〜
職
場
体
験
な
ど
を
通
し
て
地
域
に
学
ぶ
〜

中
学
2
年
生「
ト
ラ
イ
や
る・
ウ
ィ
ー
ク
」実
施

▲戯曲「Bridge」の制作にかけた思いを
語る西　史夏さん

▲起震車による地震体験
▲公立豊岡病院の「トライやる臨
時議会」

す
こ
と
を
目
的
に
、
じ
ば
さ
ん

T
A
JIM
A

で
、
北
但
大
震
災
90

年
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
後
世
に
伝

え
る
こ
と
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
出
石
在
住
の
中
村
英

夫
さ
ん
の「
過
去
最
大
の
惨
害『
北

但
大
震
災
』」と
題
し
た
講
演
や
、

北
但
大
震
災
を
題
材
に
し
、
日
本

劇
作
家
大
会
2　
0　
1　
4
豊
岡
大
会

で
、
こ
う
の
と
り
短
編
戯
曲
賞
に

輝
い
た
戯
曲「B

ridge

（
ブ
リ
ッ

ジ
）」を
女
優
の
木
野　

花
さ
ん
が
、

朗
読
し
ま
し
た
。

　

戯
曲
の
作
者
の
西　

史ふ
み

夏か

さ
ん

は「
私
た
ち
は
、
震
災
か
ら
90
年

後
の
今
を
生
き
て
い
る
。
こ
の
戯

曲
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
出
来
事
に

役
に
立
つ
言
葉
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」と
制
作
に
か
け
た
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
写
真
展
や
災
害
対

策
車
両
の
展
示
の
ほ
か
、
地
震
体

験
が
で
き
る
起
震
車
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
。


